
役員等の報酬、旅費及び費用弁償支給規則

（趣旨）

第１条 この規則は、社会福祉法人市原市社会福祉協議会定款第２章第１０条に規定する評

議員の報酬、第４章第２５条に規定する役員及び会長が委嘱した委員等（以下「役員等」

という。）の報酬、旅費及び費用弁償等の支給に関し、必要な事項を定めるものとする。

（報酬等）

第２条 次の役員等に対する報酬等を別表のとおり支給する。

（１）理事及び監事並びに評議員

（２）嘱託医

（３）会長から委嘱した委員等

（旅費）

第３条 役員等が会務のために旅行する場合は、給与規程第２８条に規定する旅費を支給す

る。

２ 役員等が本会の経営及び運営等に係る研修又は講習会等に参加した場合は、前項に規定

する旅費を支給し、報酬及び費用弁償は支給しない。

（費用弁償）

第４条 第２条に規定する者以外の者が会長の招集する会議に出席したときは、別表に掲げ

る費用弁償を支給する。

２ 費用弁償の支給を受けた役員等には、旅費は支給しないものとする。

（報酬等の支給方法）

第５条 報酬等は、通貨をもって本人に支給する。ただし、本人の指定する本人名義の金融

機関口座に振り込むことができる。

２ 報酬等は、法令の定めるところにより控除すべき金額を控除して支給する。

（適用除外）

第６条 役員等のうち公務員及び本会職員としての身分を有する者については、報酬、旅費

及び費用弁償は支給しないものとする。

（公表）

第７条 本会は、この規則をもって、社会福祉法第４５条第の３５及び第５９条の２第３項

に定める報酬等の支給の基準として公表するものとする。

（改廃）

第８条 この規程の改廃は、評議員会の決議を得なければならないものとする。

附 則

１ この規則は、平成３年４月１日から施行する。

２ 役員等の報酬、旅費及び費用弁償規程（昭和５８年１月２４日制定）は、廃止する。

  附  則



この規則は、平成７年４月１日から施行する。

  附  則

この規則は、平成７年１２月２１日から施行し、平成７年４月１日から適用する。

  附  則

この規則は、平成１３年４月１日から施行する。

  附  則

この規則は、平成２２年４月１日から施行する。

付  則

この規則は、平成２５年４月１日から施行する。

付  則

この規則は、平成２９年４月１日から施行する。



別表（第４条関係）

（１）常勤の役員等

区 分 報  酬 月 例 手 当 期末勤勉手当 支給の方法

常務理事 月額 288,900 円
地域手当：報酬月額の 10％

通勤手当：本会給与規程に準ずる

期末手当：年間 1.45 月

勤勉手当：年間 0.80 月
本会給与規程に準ずる。

（２）非常勤の役員等

  ① 会長及び副会長

区 分 報  酬 費用弁償（交通費） 支給の方法

会  長 月額 50,000 円
自宅から会場までの距離が２Km以上ある場合

① 公共交通機関を利用の場合

当該旅客運賃の実費額

② 自家用車を使用した場合

１Kmにつき 30 円

毎月２１日に支給。但し、支給日が休日にあ

たるときは、順次繰り上げて支給する。
副 会 長 月額 15,000 円

② ①以外の非常勤の役員等

区 分 報  酬 費用弁償（交通費） 支給の方法

監 事 １日 4,000 円

自宅から会場までの距離が２Km以上ある場合

① 公共交通機関を利用の場合

当該旅客運賃の実費額

② 自家用車を使用した場合

１Kmにつき 30 円

１．会長が招集する理事会及び評議員会等への出席した場

合は、当該開催日の翌月２１日に支給。但し、支給日が

休日にあたるときは、順次繰り上げて支給する。

２．会長が指名する役員等（副会長を除く）が他団体等の

会議及び事業等へ参加した場合は、毎月末で締め、翌月

２１日に支給。但し、支給日が休日にあたるときは、順

次繰り上げて支給する。

理 事

評議員
１日 3,000 円

会長が

委嘱し

た委員

等

１日 3,000 円

嘱託医 市原市特別職の職員等の給与及び費用弁償支給に関する条例を準用する。


